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25.4.22
田中

25.4.26
田中

25.5.13
森田

25.5.15
浅若

2
0
1
3
年
4
月

法
学
部
を
新
た
に
開
設

し
ま
し
た
。法
学
部
で
は

専
門
的
法
知
識
と
リ
ー
ガ
ル・

マ
イ
ン
ド
に
加
え
、豊
か
な
教
養

と
人
間
性
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
兼
ね
備
え
、社
会
・
経
済
・

文
化
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

法
学
部
開
設
に
あ
た
り
、白

鳥
学
舎
翼
館
に
新
た
に「
法
学

部
資
料
室
」と「
模
擬
法
廷
教

室
」が
完
成
し
ま
し
た
。法
学
部

資
料
室
に
は
法
律
学
・
政
治
学

関
係
の
図
書
や
判
例
集
を
備

え
、模
擬
法
廷
教
室
で
は
裁
判

手
続
き
等
を
模
擬
体
験
す
る
授

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
1
日（
月
）、名
古
屋
国
際
会
議

場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
形

式
に
則
り
、入
学
式
を
挙
行
し
、今
年
度
は
学
部
生

1
5
0
2
名
、大
学
院
生
55
名
、留
学
生
別
科
生
14

名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

式
で
は
大
宮
有
博
宗
教
部
長
代
行
の
聖
書
朗
読
・

祈
祷
、木
船
久
雄
学
長
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。式
辞

で
は
①
名
古
屋
学
院
大
学
の
学
生
と
し
て
の
心
構

え
、②
大
学
生
と
し
て
の
学
び
方
に
つ
い
て
の
心
構

え
、③
社
会
人
予
備
軍
と
し
て
の
心
構
え
の
３
つ
の
こ

と
を
心
に
留
め
て
ほ
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・
留
学
生
別
科
の
新
入
生

代
表
に
よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
、式
終
了
後
に
は
本
学

吹
奏
楽
部
と
ジ
ャ
ズ
研
究
会
に
よ
る
演
奏
で
入
学
を

祝
い
ま
し
た
。

な
お
、学
長
の
式
辞
は
本
学
Y
o
u
T
u
b
e
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

2
0
1
2
年
3
月
16
日（
土
）名
古
屋
国
際
会
議
場

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
2
0
1
2
年
度
学
位
記
授

与
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。式
で
は
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
、

大
宮
有
博
宗
教
部
長
代
行
に
よ
る
聖
書
朗
読
の
後
、木

船
久
雄
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、在
学
中
の
4
年
間
を
通
し
て
、学
業
や

課
外
活
動
、地
域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
に
お
い
て
特
に

優
秀
な
成
績・成
果
を
修
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長

表
彰
式
も
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

在
学
中
、4
年
間
を
通
し
て
、

学
業
や
課
外
活
動
、地
域
社
会
で

の
奉
仕
活
動
等
に
お
い
て
特
に
優

秀
な
成
績
・
成
果
を
修
め
、他
の

学
生
の
模
範
と
な
る
活
動
を
し
た

学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は

3
月
16
日（
土
）に
名
古
屋
国
際

会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、学
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

▲模擬法廷教室 ▲法学部資料室

＋

リーガルマインド
（法的思考力・法的判

断力）

＋ ×

×コミュニケーション能力
プレゼンテーション能力

豊かな教養
人間性

学
長
表
彰
で

    

　12 
名
を
表
彰

入学式
を挙行
入学式
を挙行

2012年度

大学院

研究科
博士後期課程

1年 1年 2年2年 3年
合計

学生数（大学院・学部・留学生別科）
2013年5月1日現在

 31 41 3 6 3 84
 6 12  -  -  - 18
 15 32 0 0 7 54
 52 85 3 6 10 156

学　部

留学生別科

総合計

学　部 1年 2年 3年 4年 合計
 454 383 443 568 1,848
 358 294 347 400 1,399
 172 - - - 172
 250 251 235 239 975
 154 130 105 120 513
 96 76 81 58 329
 1,484 1,134 1,211 1,407 5,236

33

5,425

経済学部 経済学科

松村 友人　ヴ ティアントゥ
坂本 大輔

経済学部 政策学科

新村 理紗　道山 貴和子

商学部 商学科

藤島 大輔　秋葉 憲吾
片川 翔偉

外国語学部
英米語学科

山本　絢加

商学部　経営情報学科

熊田　遥奈

外国語学部
中国コミュニケーション学科

山本　万実

人間健康学部
人間健康学科

外国語学部
国際文化協力学科

人間健康学部
リハビリテーション学科

赤塚　美寿々市川　佳澄 村中　晃

（1名） （1名）

（3名） （2名） （3名）

（1名）

（1名）（1名）（1名）

表彰された皆さんで
す

法学部
を
開設

2013年度

法学部

法学を学ぶ土台をつくる “現場”を肌で感じながら学ぶ

法学の知識をともに“人間力”を身につける 資格センターと連携したサポート体制

C o n t e n t s Vol.89
2013 MAY

地域連携センター活動のご紹介
2012年度 主なクラブ活動実績

6

2013年度入試結果と
　　　2014年度入試に向けて

 7

Information
2013年度新任教員・新任職員紹介
行事予定 2013年6月～10月

13・14

名古屋学院大学50年の歩み
50周年シンボルマーク&スローガンについて

8

12 私の講義日誌 @8

「時代とともに変化する生徒や
安心できる学校環境について考えよう」
………………………………廣 美里

入学式を挙行
法学部を開設
学位記授与式を挙行

1・2

3・4 ようこそ!名古屋学院大学へ
新入生オリエンテーション風景

5 活躍するNGU生
………………………黒田 知恵さん

シリーズエッセイ #9

「法とマナー」……………遠藤 賢治
11

10 2013年度 予算報告

9 教育研究振興資金募金のお礼とお願い
「第一グラウンドクラブハウス」完成

※人間健康学部人間健康学科・リハビリテーション学科の学生は、スポーツ健康学部・リハビリテーション学部に加算

2 1
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25.3.23
冨田

25.3.28
田中

25.4.5
冨田

25.4.5
田中

25.4.18
冨田

25.4.25
冨田

25.5.13
森田

25.5.15
浅若

25.5.16
柏木

25.5.16
榮一

4
月
上
旬
、各
学
部
で
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
大
学
の
雰
囲
気
に
早
く
慣
れ
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
各
学
部
趣
向
を
こ
ら
し
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

名古屋　学院大学へ

瀬戸
キャンパス

経済
学部

４
月
５
日（
金
）

ク
ラ
ス
対
抗
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
熱
田
区
内
散
策
）

先生も
一緒に ！

外国語
学部

４
月
５
日（
金
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
南
知
多
グ
リ
ー
ン
バ
レ
イ
）

おいしいよ
～

４
月
５
日（
金
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
）

手際よく
準備!

スポーツ
健康学部

４
月
５
日（
金
）

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

力を
合わせて
挑戦!

リハビリ
テーション学部

４
月
５
日（
金
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
瀬
戸
市
探
訪
）

勉強に
なりますよ

。

法学部

４
月
５
日（
金
）

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
自
己
の
探
求
」

みんな
真剣です。

商学部

新
入
生 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
風
景

ようこそ!

名古屋
キャンパス

留学がしたい！ 国際交流がしたい！

国際センター

i-Lounge
アイラウンジ

その他、学術情報センター・教務課・学生課（曙館）、キリスト教センター（チャペル）等があります。
新しい生活、

新しい友達づくり!

名古屋学院大学公式 face bookページも開設しています

各センターでは
ブログを開設！

先輩TAや
留学生TAが
アドバイス
します。

Welcome

学生生活の How To 何でも相談

キャリアセンター

充実した学生生活をサポート

就職活動に備えて

学生支援センター（S-プラッツ）

翼館
2Ｆ

資格センター

サークルや

ボランティ
アに

興味のある
人も

待っていま
す。

個人面談や履歴書添削、模擬面接や会社
説明会の開催など就職に関することを幅
広くサポート。就職活動中の3、4年生だけ
でなく1年生からでも気軽に利用できるよ
う門戸を開放しています。

資格取得に向けたきめ細かいサポートを
するセンター。特に公務員採用試験や行政
書士試験、宅建試験、簿記検定への合格に
力をいれ、資格試験合格に向けたモデルプ
ランもご用意しています。

キャンパスライフをあらゆる面でサポートします。
「課外活動の活性化」や「なんでも相談」を軸に活動
するＳ-プラッツは困ったときの頼れる存在。学生の理
想のキャンパスライフ実現を後押しします。

曙館
3Ｆ教育学習

センター（ESC）

学びの相談はこちらへ

学生の皆さんを学習面でサポート。
苦手科目の克服をはじめとする学
習相談や学習スペースの提供、フィ
ールドワークやゼミ活動の支援、学
部授業の後方支援もしています。

海外に関心のある学生が集う場。留
学経験のある学生から留学や語学学
習に関するアドバイスをもらえたり、
国際交流イベントを開催したり。
また留学生との交流の場にもなって
います。

多彩な留学プログラムの提供や留学に関する
情報の提供、留学の手続きから留学中の支援、
帰国後の指導まで、留学に関するさまざまな
サポートを行っています。

※SA…スチューデント・アシスタント

SAが大学生活の疑問にお答えします。瀬Talk
セトーク

「瀬Talk」では、訪れる学生の相談に応じて、試験対策や資格試
験の勉強方法、履修登録状況確認のサポートなどをしています。

思星館
1F

近年大学のユニバーサル化が進み、多様な
学生が入学してくるようになりました。
そのため導入教育の重要性が指摘されてい
ますが、本学でも、今年度より「基礎セミナ
ー」で本学独自に作成したテキストを全学的
に用い、教育内容の均質化を図るとともに、
「PBL（課題発見・解決型学修）」や「グループ
ワーク」などの手法を取り入れて、本学への
帰属意識を育んだり、入学後早期に大学での
専門的学修の礎となる基礎的な知識・スキ
ルを確実に身につけられるよう組織的な教
育に取り組んでいます。
これにより、社会人基礎力を養成するととも
に、学士課程教育の質を保証します。

泉館
1Ｆ

資格取得を支援します

－導入教育の中核科目
「基礎セミナー」を標準化－

34
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地域連携センターは、名古屋学院大学の「得意技」と「人材」を地域に開かれたものとして活用することを
通して地域社会に貢献することを目的としています。今年度の主な活動をご紹介いたします。

日比野商店街ほか名古屋市内4商店街と

連携し、都市養蜂を活用したソーシャル・ビジ

ネスモデルに取り組んでいます。

キャンパスのある名古屋市（熱田区）、瀬戸市と連携して様々な事業を展開。一例として、熱

田区では、あったかミニミニ福祉フェスタ、熱田区区民まつりなど、瀬戸市では、大学コンソーシ

アムせと事業（カレッジ講座、5大学合同

大学祭ほか）などに学生・教職員が参加

しています。

「名古屋まちなかカフェ講座」と題した生涯学習講

座を開催しています。

カフェ&ベーカリーマイルポスト（日比野学舎）でドリ

ンクを飲みながら、楽しく教養を身につけます。詳細

はホームページをご覧ください。

地域連携センター
活動のご紹介

2012年度、さまざまなクラブ活動が下記のと
おり優秀な成績を収めました。今年度、クラブ活動
の大会出場予定は随時HPにアップしていきます。

主な成績(団体)

主な成績(個人)

バレーボール部

ソフトテニス部

馬術部

日本拳法部

女子バスケットボール部

平成24年 春季リーグ戦　2部リーグ優勝

第3回 愛知大学男女バレーボールリーグ戦（春季大会）
女子3部リーグ優勝（2部昇格）

第85回 愛知学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会
女子2部リーグ優勝（1部昇格）

第47回 中部学生自馬競技大会　総合馬術競技団体準優勝
第47回 中部学生自馬競技大会　三種目総合団体準優勝

第52回 中部日本学生拳法選手権大会
男子団体の部準優勝

第83回 東海学生バスケットボールリーグ戦
下部リーグ優勝

馬術部

少林寺拳法部

ボクシング部

日本拳法部

障害飛越100　1位／障害飛越110　1位

馬場馬術競技第3課目2009A　2位

全日本学生賞典馬場馬術課目2010　1位

L級A障害　1位／3位

複合飛越競技　2位／複合飛越競技　3位

中障害D110　1位

第26回 中部フレンドシップ馬術大会

第21回
愛知学生トライアル競技会

第48回 中部学生馬術女子選手権大会

第40回 中日本馬術大会

学生賞典馬場馬術競技　3位／総合馬術競技　3位

一般男子三段　組演武　優勝（2名）／2位

フライ級　優勝／ライト級　優勝

男子個人の部　準優勝／女子個人の部　準優勝

大学・一般女子の面ありの部　優勝

男子二段以上　組演武　優勝（2名）

男子二段以上　単独演武　優勝

第47回 中部学生自馬競技大会

愛知県少林寺拳法大会

少林寺拳法東海学生大会

平成24年度 中部学生ボクシングトーナメント

第52回 中部日本学生拳法選手権大会

第24回 日本拳法 名古屋大会

公開講演会 地域と協働したイベント

シティカレッジ

生涯学習事業 商店街活性化
近隣の自治体の生涯学習講座への講

師派遣、朝日カルチャーセンターとの連携

講座などを実施しています。

本学の教育研究内容と関連した社会的に関心の

高いテーマを取り上げ、各界のオピニオンリーダー

を招いた公開講座を年に5～6回開催します。次回講

演会の予定は

14ページをご参

照ください。

準硬式野球部

主な
クラブ活動実績2012年度

～地域に開かれた大学として
　　　　　プログラムがさらに充実～

2013年度は、個人競技・団体競技ともに昨年度以上のさらなる活躍を期待しています。

　
　
Ta
l
k（
セ
ト
ー
ク
）は
ど
の
よ
う
な

　
　
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
瀬
T
a
l
k
は
毎
週
水
曜
日
の
お
昼

か
ら
思
星
館
１
Ｆ
の
学
習
室
で
活
動
し
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
下
級
生
の
勉
強
の

相
談
や
、学
校
生
活
で
不
安
な
こ
と
な

ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ノ
ー

ト
の
取
り
方
や
勉
強
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
ポ
ス
タ
ー
に
し

た
り
、実
技
テ
ス
ト
の
前
に
は
勉
強
会
を

開
い
た
り
と
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。学
生
の
た
め
の
相
談
窓
口
と
い
う
感

じ
で
す
ね
。

　
　
Ta
l
k
の
Ｓ
Ａ
に
な
ろ
う
と

　
　
思
っ
た
理
由
は
？

　
２
年
生
に
な
る
頃
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
先
生
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。S
A（
ス
チュ
ー
デ

ン
ト・ア
シ
ス
タ
ン
ト
）と
し
て
人
に
教
え

る
こ
と
で
自
分
の
力
に
も
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、瀬
T
a
l
k
に
参
加
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
　
Ta
l
k
の
Ｓ
Ａ
と
し
て
活
動
し
て

　
　
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
教
え
て
い
て
、こ
れ
ま
で
分
か
ら
な
か
っ

た
と
こ
ろ
を「
分
かっ
た
！
」と
言
って
も
ら

え
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。正
直
に

言
う
と
誰
か
に
教
え
る
事
が
で
き
る
ほ
ど

十
分
な
知
識
が
あ
る
と
い
う
自
信
は
あ
り

ま
せ
ん
。で
す
か
ら
実
技
対
策
の
勉
強
会

の
前
に
は
復
習
し
ま
す
し
、質
問
さ
れ
た

時
わ
か
ら
な
け
れ
ば
教
科
書
を
見
返
し
ま

す
。そ
れ
で
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
瀬

T
a
l
k
の
S
A
同
士
で
話
し
合
っ
た
り

も
す
る
の
で
瀬
T
a
l
k
メ
ン
バ
ー
は
と

て
も
仲
良
し
な
ん
で
す
。

　
私
個
人
と
し
て
も
人
に
教
え
る
こ
と
で

自
分
の
力
に
も
な
る
の
が
と
て
も
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　
　
対
に
、難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
や
　

　
　
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
ま
だ
ま
だ
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
で

す
。勉
強
会
に
参
加
す
れ
ば
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
み
ん
な
で
解
決
で
き
ま
す
し
、

S
A
に
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。み
ん
な

で
勉
強
し
あ
え
る
環
境
、ま
た
利
用
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
、多
く
の
人
が
来
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
後
、学
生
の
皆
さ
ん
に

　
　
瀬
T
a
l
k
を
ど
の
よ
う
に

　
　
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
か
？

　
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の

相
談
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ち
ょっ
と
お
話
し
た
い
か
ら
来
ち
ゃっ
た
！

と
い
う
感
じ
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。瀬

T
a
l
k
の
メ
ン
バ
ー
は
勉
強
だ
け
で
な

く
様
々
な
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。良
い
事
が
聞
け
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。学
生
の
皆
さ
ん
が
楽
し

く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
力
に
な
れ
た

ら
私
達
S
A
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
4
月
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
わ

り
、様
々
な
新
し
い
企
画
を
考
え
て
い
ま

す
。今
後
も
学
生
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

瀬

瀬

瀬

反

今

「 人 に 教 えることで
 自 分 の 力 にもなるの がとても 良 かった 」

interview
活躍するNGU生

くろだ　 ちえ

リハビリテーション学
部

理学療法学科3年

黒田 知恵さん

6 5

CMYK

25.4.19
冨田

25.4.27
田中

25.5.8
田中

25.5.13
森田

25.5.14
浅若



25.5.7
田中

25.5.13
森田

25.5.15
浅若

開学二十五周年 外国語学部開設記念祝賀会

名古屋学院大学 事務局長　玉木 武義

開
学
以
来
20
年
以
上
、経
済
学
部
経
済
学
科
と
商

学
科
の
単
科
大
学
で
や
って
き
た
。1
9
8
3
年
債
務

が
完
了
し
た
こ
ろ
か
ら
、学
内
に
学
部
増
の
動
き
が
出

て
き
た
。ま
ず
1
9
8
5
年
恒
常
定
員
増
を
申
請
、

1
9
8
6
年
経
済
学
科
3
0
0
名
を
4
5
0
名
、商

学
科
2
0
0
名
を
3
0
0
名
に
変
更
し
た
。

次
い
で
学
部
増
に
着
手
し
た
。1
9
8
5
年
11
月

新
学
部
は
外
国
語
学
部
と
す
る
理
事
会
決
定
を
行

い
、翌
年
認
可
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
。と
こ
ろ
が
文
部
省
と
の
交
渉
の
過
程
で「
名
古
屋

に
同
時
に
2
校
は
認
め
ら
れ
な
い
」、1
年
延
期
す
る

よ
う
指
導
さ
れ
た
。先
を
越
さ
れ
た
相
手
は
名
古
屋

外
国
語
大
学
で
あ
っ
た
。出
鼻
を
く
じ
か
れ
、待
つ
1

年
は
長
く
感
じ
ら
れ
た
。翌
年
申
請
、2
年
審
査
を
経

て
1
9
8
9
年
4
月
念
願
の
外
国
語
学
部
が
誕
生
し

た
。漸
く
本
学
は
複
学
部
大
学
へ
変
身
し
た
。

こ
の
後
1
9
9
2
年
商
学
科
を
商
学
部
、

1
9
9
7
年
大
学
院
、2
0
0
0
年
経
済
学
部
政
策

学
科
、2
0
0
3
年
商
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科（
2
0
0
9
年
経
営
情
報
学
科
に
名
称

変
更
）、2
0
0
5
年
外
国
語
学
部
国
際
文
化
協
力

学
科
、2
0
0
6
年
人
間
健
康
学
部
、2
0
1
0
年

人
間
健
康
学
部
を
改
組
し
て
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、2
0
1
3
年
法
学
部
を

設
置
し
た
。

こ
の
よ
う
に
絶
え
ず
改
組
す
る
こ
と
は
、本
学
生
き

残
り
の
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
実
践
し
て
き
た
。

開
学
以
来
20
年
以
上
、経
済
学
部
経
済
学
科
と
商

学
科
の
単
科
大
学
で
や
って
き
た
。1
9
8
3
年
債
務

が
完
了
し
た
こ
ろ
か
ら
、学
内
に
学
部
増
の
動
き
が
出

て
き
た
。ま
ず
1
9
8
5
年
恒
常
定
員
増
を
申
請
、

1
9
8
6
年
経
済
学
科
3
0
0
名
を
4
5
0
名
、商

学
科
2
0
0
名
を
3
0
0
名
に
変
更
し
た
。

次
い
で
学
部
増
に
着
手
し
た
。1
9
8
5
年
11
月

新
学
部
は
外
国
語
学
部
と
す
る
理
事
会
決
定
を
行

い
、翌
年
認
可
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
。と
こ
ろ
が
文
部
省
と
の
交
渉
の
過
程
で「
名
古
屋

に
同
時
に
2
校
は
認
め
ら
れ
な
い
」、1
年
延
期
す
る

よ
う
指
導
さ
れ
た
。先
を
越
さ
れ
た
相
手
は
名
古
屋

外
国
語
大
学
で
あ
っ
た
。出
鼻
を
く
じ
か
れ
、待
つ
1

年
は
長
く
感
じ
ら
れ
た
。翌
年
申
請
、2
年
審
査
を
経

て
1
9
8
9
年
4
月
念
願
の
外
国
語
学
部
が
誕
生
し

た
。漸
く
本
学
は
複
学
部
大
学
へ
変
身
し
た
。

こ
の
後
1
9
9
2
年
商
学
科
を
商
学
部
、

1
9
9
7
年
大
学
院
、2
0
0
0
年
経
済
学
部
政
策

学
科
、2
0
0
3
年
商
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科（
2
0
0
9
年
経
営
情
報
学
科
に
名
称

変
更
）、2
0
0
5
年
外
国
語
学
部
国
際
文
化
協
力

学
科
、2
0
0
6
年
人
間
健
康
学
部
、2
0
1
0
年

人
間
健
康
学
部
を
改
組
し
て
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、2
0
1
3
年
法
学
部
を

設
置
し
た
。

こ
の
よ
う
に
絶
え
ず
改
組
す
る
こ
と
は
、本
学
生
き

残
り
の
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
実
践
し
て
き
た
。

名 古 屋 学 院 大 学 5 0 年 の 歩 み

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て

キ
リ
ス
ト
教
主
義
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

十
字
架
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。十

字
架
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
4
つ
の
ス
ク
エ
ア

は
、「
大
学
」と
、大
学
を
取
り
巻
く「
地
域
」、

「
産
業
界
」、「
国
際
社
会
」を
表
現
し
、そ
れ
ら

4
つ
が
つ
な
が
り
あ
っ
て
1
9
6
4
年
か
ら
50

年
、そ
し
て「
輝
く
未
来
」を
切
り
拓
い
て
い
く

大
学
の
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
未
来
に
目
を
向
け
る
」を
意
味
す
る
英
語
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
設
定
。充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、誰
も
が「
前
向
き
」に一

歩
ず
つ
、未
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
学
で
あ
る
こ
と
を
表

現
し
ま
し
た
。

50
周
年
と
い
う
節
目
に
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
め

ざ
し
、進
化
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

書
体
は
、視
認
性
に
優
れ
、洗
練
さ
れ
た
明

朝
系
を
使
用
。「
O
」を
か
さ
ね
る
こ
と
で
、「
つ

な
が
り
」や「
共
に
」と
い
う「
連
携
」や「
連
帯

感
」を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

50周年シンボルマーク & スローガンについて

経済
総合政策
商

経営情報
法
英米語

中国コミュニケーション
国際文化協力
スポーツ健康
理学療法

経済

※第2～3志望合格者は合格学科に算入。

学部

総　計

学科
全体

志願者

女子
2012

全体 女子
2013

全体

合格者

女子
2012

全体 女子
2013

全体

入学者

女子
2012

全体 女子
2013

商

法

外国語

スポーツ健康
リハビリテーション

 1,101 97 1,701 181 596 68 942 108  264 24 322 23
  607 84 653 112 322 54 443 85 129 20 132 17
 754 176 1,056 248 382 100 486 138 187 45 246 68
 431 82 553 95 228 61 283 63 110 23 112 21
 －   －   600 101 －   －   444 82 －   －   172 20
 559 271 660 352 323 169 387 201 163 91 156 86
 87 42 108 65 74 38 70 43 41 20 37 21
 230 124 246 153 150 90 156 102 54 24 57 38
 435 80 571 95 192 35 284 58 131 22 154 28
 502 117 683 211 173 52 187 65 81  24 96 33
 4,706 1,073 6,831 1,613 2,440 667 3,682 945 1,160  293 1,484 355

2013年度オープンキャンパス日程
in 名古屋キャンパス（経済・商・法・外国語・スポーツ健康・リハビリテーション学部対象） 7月27日（土）・8月24日（土）

in 瀬戸キャンパス（スポーツ健康・リハビリテーション学部対象） 8月11日（日）

2013年度入試結果と
2014年度入試に向けて

※上記のほか、センター試験利用入試（前期・中期・後期）も
　実施します。個別試験は実施しません。

9月21日（土）
 28日（土）

● AO入試（セミナー型）

12月14日（土）

2月26日（水） ● 一般入試 （中期）

試験日 試験区分

1月30日（木）
1月31日（金）
2月1日（土）

11月10日（日） ● 指定校推薦入試

11月9日（土）
10日（日）

● 一般推薦入試 （前期）

12月14日（土）

● スポーツ推薦入試（中期）

2月26日（水） ● スポーツ推薦入試(後期）

3月12日（水） ● 一般入試（後期）

●  一般入試 （前期）

● NGUスカラシップ入試
  （奨学生候補者面接）12月26日（木）

● 一般推薦入試 （後期）12月14日（土）

　
2
0
1
3
年
度
入
試
は
、総
志
願
者
数
が

6
8
3
1
名
と
前
年
度
よ
り
2
1
2
5
名（
45.2

％
）の
大
幅
増
加
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

1
9
9
7
年
度
入
試
以
来
の
志
願
者
数
で
あ

り
、こ
の
間
18
歳
人
口
は
24.0
％
減
少
し
て
お
り
ま

す
の
で
、本
学
に
と
って
非
常
に
良
い
結
果
と
な
っ

た
と
い
え
ま
す（
下
表
参
照
）。ま
た
、2
0
1
3

年
4
月
に
開
設
し
ま
し
た
法
学
部
は
定
員
の
1.2

倍
の
1
7
2
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
に
、2
0
1
4
年
度
入
試
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら一般
入
試
・セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試
に
お
き
ま
し
て
、ネ
ッ
ト
出
願
を
導
入
し
ま

し
た
。昨
年
度
は
志
願
者
総
数
の
約
90
％
の
方
に

ネ
ッ
ト
出
願
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、高
い
利
用
率

と
な
り
ま
し
た
。今
年
度
も
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
改
善
を
図
る
予
定
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、受
験

生
への
検
定
料
の
負
担
を
軽
減
し
、ま
た
大
学
内

で
の
願
書
処
理
の
効
率
化
・
正
確
化
を
よ
り
向

上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、今
年
度
新
設
す
る
2
種
類
の
入
試
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
1
つ
目
は
、『
N
G
U
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試
』の

導
入
で
す
。こ
の
入
試
の
目
的
は
、学
業
成
績
・

人
物
が
特
に
優
れ
る
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、社
会
に
優
位
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で

す
。入
学
金
と
原
則
4
年
間
の
学
費
全
額
を
免

除
し
ま
す
。12
月
14
日（
土
）に
3
教
科
の
学
力

試
験
を
受
験
い
た
だ
き
、そ
の
後
、奨
学
生
候
補

者
に
は
12
月
20
日（
金
）に
面
接
を
実
施
、1
月

17
日（
金
）が
合
格
発
表
日
と
な
り
ま
す
。合
格

発
表
日
に
奨
学
生
合
格
者
に
選
ば
れ
な
く
て
も
、

成
績
優
秀
者
に
は一般
入
試
前
期
試
験
免
除
者

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
次
は
、文
化
系
活
動
推
薦
入
試
の
導
入
で
す
。

こ
の
入
試
で
は
、文
化
活
動
や
芸
術
活
動
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活
動
に
お
い
て
顕
著
な
実

績
を
収
め
た
方
を
評
価
し
ま
す
。実
施
学
部
は
、

経
済
学
部
、商
学
部
、法
学
部
、外
国
語
学
部
の

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
全
学
部
と
な
り
ま
す
。

先
述
の
社
会
活
動
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
実

績
の
あ
る
方
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
そ
の
他
入
試
に
つ
き
ま
し
て
は
、下
記
日
程
で

実
施
い
た
し
ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

2
0
1
4
年
度
各
入
試
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。入
試
に
関
す
る
各
種
資
料
の
ご
請
求
は
入
学

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、実
際
に
大
学
の
授
業
体

験・入
試
相
談・キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
で
き
る
よ
う

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
下
記
の
と
お
り
7
月
・

8
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
家
族
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、み
な
さ
ま
の
お
知
り
合

い
の
方
へ
も
ご
案
内
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

2013年度入試日程
人（女子は内数）

2013年度入試結果
（各入試区分を合算）

11月9日（土） ● スポーツ推薦入試 （前期）

11月9日（土） ● 文化系活動推薦入試
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25.4.11
冨田

25.4.15
榮一

25.4.26
冨田

25.5.15
浅若

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科  目
消費収入の部

'13年度予算 '12年度予算 差異（'13-'12）
5,608,047
113,520
42,000
420,460
68,703

0
20,375
57,201

6,330,306
△ 334,554
5,995,752

5,500,418
141,195
17,000
417,006
68,703
1,500
20,549
112,444
6,278,815
△ 431,037
5,847,778

107,629
△ 27,675
25,000
3,454
0

△ 1,500
△ 174

△ 55,243
51,491
96,483
147,974

人件費
 　（内退職給与引当額）
教育研究経費
　（内減価償却額）
管理経費
　（内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

科  目
消費支出の部

'13年度予算 '12年度予算 差異（'13-'12）
3,414,766
（36,047）
2,307,964
（566,372）
394,906
（27,827）

4,376
0

50,000
6,172,012
△ 176,260
△ 3,987,739
△ 4,164,000

158,294
2.5%

3,612,136
（520,383）
2,106,711
（585,148）
440,860
（28,104）

5,548
0

80,000
6,245,255
△ 397,477
△ 3,590,262
△ 3,987,739

33,560
0.5%

△ 197,370
（△ 484,336）

201,253
（△ 18,776）
△ 45,954
（△ 277）
△ 1,172

0
△ 30,000
△ 73,243
221,217

△ 397,477
△ 176,261
124,734

2012年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び2013年度予算書類・事業計画書は、
5月末日までに名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書

2013年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

（単位：千円、単位未満四捨五入） ※12年度予算は二次補正額

科  目
収入の部

'13年度予算 '12年度予算 差異（'13-'12）
5,608,047
113,520
42,000
420,460
68,703

0
20,375
57,201

0
1,097,020
1,277,793

△ 1,155,381
4,228,336
11,778,074

5,500,418
141,195
17,000
417,006
68,703
4,500
20,549
112,444

0
1,105,680
294,378

△ 1,116,797
4,079,105
10,644,181

107,629
△ 27,675
25,000
3,454
0

△ 4,500
△ 174

△ 55,243
0

△ 8,660
983,415
△ 38,584
149,231
1,133,893

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

'13年度予算 '12年度予算 差異（'13-'12）
3,442,785
1,741,592
367,079
4,376

146,000
146,000
42,554

1,346,769
448,000
70,000

△ 306,000
4,328,919

11,778,074

3,243,612
1,521,563
412,756
5,548

146,000
165,939
101,978
644,424
554,858
100,000

△ 411,530
4,159,032

10,644,180

199,173
220,029
△ 45,677
△ 1,172

0
△ 19,939
△ 59,424
702,345

△ 106,858
△ 30,000
105,530
169,887

1,133,894

●消費収支計算書

学校法人名古屋学院大学の2013年度予算は
3月12日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 消費収支計算書
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収入は除

く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に消費する「消費
支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造になっています。これによ
り当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判断することができます。また、基本
金組入額は主に当年度および将来取得する施設・設備の取得資金額です。
2013年度の帰属収入は63.3億円となっています。基本金組入額は3.35億円となって

います。全て第1号基本金で、瀬戸キャンパスの体育館耐震工事、クラブハウス改築
などの施設・設備関係支出、白鳥学舎隣地購入に伴う借入金返済額の組入れによ
るものです。この結果、消費収入の部合計は59.96億円となります。消費支出の部合
計は61.72億円で当年度消費収支差額は1.76億円の支出超過となっています。学校
法人の運営を財務面からみるもっとも重要な帰属収支差額は1.58億円の収入超過
となります。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内容を明

らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。
支払資金は前年度繰越支払資金が42.28億円で次年度繰越支払資金は43.29億

円となり、1億円増加しております。

財務情報の
公開について

帰属収支差額
帰属収支差額比率

目的別事業経費内訳
（瀬戸体育館耐震工事、瀬戸クラブハウス改築、瀬戸キャンパス施設修繕関連除く）（単位：千円）

教育支援
354,853 18.1%

奨学金
115,538 5.9%

管理運営
182,410 9.3%

図書・学術
77,073 3.9%

公共料金
148,434 7.6%

施設保守
300,513 15.4%

スクールバス
131,867 6.7%

研究
132,685 6.8%

学生募集
215,515 11.0%

情報
215,778 11.0%

学生サービス
81,559 4.2%

■ 2013年度の主な事業内容
●2013年度に新たに設置された法学部も含め、充実した教育研究体制を目指します。
●大学創立50周年（2014年度）に向けた記念事業を検討、着手しています。
●瀬戸キャンパスの施設設備（体育館耐震化、クラブハウス改築他）を、安全で快適
な教育・研究環境にするために改修を行います。
●大学と学生をつなぐ「CCS（キャンパスコミュニケーションサービス）」を継続して
バージョンアップ（4年計画の4年目）します。
●新入生プログラム･ガイダンスの実施（経済学部：熱田区ウォークラリー、商学部：
リトルワールド、法学部：グループワーク自己の探求、外国語学部：南知多グリーンバ
レー、スポーツ健康学部：スポーツ交流会、リハビリテーション学部：瀬戸市街探訪）
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、インターンシップ）
●情報教育の推進（ノートパソコンを全学生に配布、第１０期電子計算機システム、
パソコン検定講座）
●学内情報システムの整備とＩＴ化の整備促進（ＣＣＳ：キャンパスコミュニケーション
サービス）
●情報検索サービス（電子ジャーナルデータベースの充実）
●国際化推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学生の
受入、インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解の促進）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅２路線）
●奨学金の充実(日本学生支援機構奨学金、一般奨学金、緊急奨学金、社会人学生
奨学金、入学生緊急奨学金、入学奨励金等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医診察、学生相談カウンセラー）
●父母懇談会（開催会場：大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業（シティーカレッジ：はじめて読む福音書、学ぼう！身近な
法律・政治のあれこれ 等）
●大学院昼夜開講（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル７階：企業経営特別
講座等）

目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+
設備関係の各支出の合計）は表のとおりです。

■ 財務情報の公開について
2012年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査
法人による監査報告書・事業報告書）及び2013年度予算書類・事業計画書は、5月
末日までに名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦
覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

2013年度 予算報告

教育研究振興資金募金にご賛同いただき、
ご寄付いただきました皆様方に心から感謝申し上げます。 
2012年度後期の募金につきまして、寄付者ご芳名をまとめさせていただきました。
名古屋学院大学では継続して教育・研究の充実、発展に必要な経費及び
施設拡充のため「教育研究振興資金」へのご協力を広くお願いしております。
これからもご協力をよろしくお願い申し上げます。

１．寄付金種類　1口 1万円（1口以上）
２．振込方法
　同封の「払込取扱票」に必要事項をご記入いただき、郵便局でお払込ください。手数料は必要ありません。
３．寄付者ご芳名等の公示
　寄付者ご芳名、寄付金額につきましては大学広報誌「コズモラマ」に掲載させていただきます。
　なお、掲載の可否につきましては「払込取扱票」のご芳名掲載「不・可」欄の該当箇所に○をご記入願います。
４．寄付金に対する減免税措置について
　個人が名古屋学院大学にご寄付した場合、税制上の優遇措置を受けることができます。
この控除には「税額控除」と「所得控除」があり、ご自身でどちらか一方を選択することになります。
寄付金額が２,000円を超える場合に確定申告を行うと所得税の控除を受けることができます。

教育研究振興資金に充当させていただきます。

お問合せ先 名古屋学院大学　財務課募金係　TEL:（052）678-4084

瀬戸キャンパス第１グラウンドのクラブハウスが完成し、2013年2月13日（水）同クラブハ
ウスの見学とチャペルでの竣工式が執り行われました。クラブハウスにはトレーニングルー
ムやシャワールームなどの設備が充実しています。
クラブハウスを使用するラクビー部、アメリカンフットボール部の皆さんの活躍を期待しています。

「第1グラウンドクラブハウス」完成

教育研究振興資金募金の
お礼とお願い

10,000円10,000円

学生父母関係 〈2件〉 20,000円
中西 弘恵 匿名希望1名

510,000円

教職員関係 〈2件〉 630,000円
生駒 豊作 120,000円 木下 政宣

750,000円

企業・法人 〈1件〉 750,000円
AIU損害保険株式会社甲府支店

■教育研究振興資金募金
　 (2012年10月1日～2013年3月31日受付分) 〈5件〉 1,400,000\

教育研究振興資金募金について

寄付金の
使途

寄付金
要項

　・税額控除は、所得税率に関係なく所得税額から直接控除されるため、小口の寄付に減税効果が大きくなります。
　税額控除額＝（年間の寄付金額－2,000円）×40％

　・所得控除は、所得控除を行った後に所得税率をかけるので、大口の寄付で所得税率の高い高所得者の方に減税効果が大きくなります。
　所得控除額＝[所得金額－（年間の寄付金額－2,000円 ）]×所得税率
但し、新入生の場合には、入学年の４月から１２月までの寄付は控除を受けることはできません。

瀬戸キャンパス
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25.4.11
冨田

25.4.15
榮一

25.4.26
田中

25.5.13
田中

25.5.13
森田

25.5.14
浅若

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
28

時代とともに変化する生徒や

安心できる学校環境について考えよう

私
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
で
、「
学
校
保

健
」、「
学
校
安
全
」の
講
義
を
担
当
し
て
い
ま

す
。中
学
校
や
高
等
学
校
で
保
健
体
育
科
の

教
諭
と
し
て
職
に
就
こ
う
と
い
う
学
生
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
科
目
で
す
。学
校
保
健
と
は
、

学
校
の
教
育
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
下
支
え

す
る
領
域
で
、養
護
教
諭
が
担
当
の
主
と
な

り
ま
す
が
、保
健
体
育
科
教
員
も
そ
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

学
校
保
健
に
は
、学
校
に
関
わ
る
人
た
ち

す
べ
て
の
健
康
お
よ
び
学
校
全
体
の
環
境
を

維
持
・
管
理
す
る
と
い
う「
教
育
の
た
め
の
学

校
保
健
」と
、生
徒
の
保
健
に
関
す
る
知
識
、

態
度
、行
動
、習
慣
を
培
い
、生
徒
自
ら
が
健

康
を
守
り
、増
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る「
健
康
を
守
り
育
て
て
い
く
教

育
」と
い
う
二
面
性
が
あ
り
ま
す
。健
康
観
察

等
か
ら
生
徒
の
変
化
に
気
づ
く
姿
勢
を
持

ち
、校
内
の
健
康
や
安
全
に
関
わ
る
状
況
を

把
握
し
て
、学
校
現
場
の
特
性
に
応
じ
た
教

育
や
管
理
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

思
春
期
と
い
う
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
い

や
す
い
時
期
で
あ
る
中
学
生
や
高
校
生
を
理

解
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、教
員
と
し

て
の
永
遠
の
課
題
で
す
。時
代
ご
と
に
傾
向

は
変
わ
り
ま
す
し
、生
ま
れ
育
って
き
た
環
境

に
よ
っ
て
も
全
く
違
い
ま
す
。そ
ん
な
生
徒
た

ち
に
対
し
て
、過
ご
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

学
習
に
集
中
で
き
る
学
校
づ
く
り
、保
護
者

や
地
域
が
安
心
で
き
る
学
校
運
営
に
は
、学

校
保
健
や
安
全
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、自
然
災
害
や
地
域
に
お
け
る
事
件

や
事
故
に
対
す
る
学
校
現
場
で
の
危
機
管
理

の
重
要
性
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本

大
震
災
で
は
、「
釜
石
の
奇
跡
」と
も
言
わ
れ

ま
し
た
が
、多
く
の
人
が
津
波
に
よ
っ
て
命
を

奪
わ
れ
た
な
か
、小
学
生
・
中
学
生
が
奇
跡

的
に
助
か
っ
た
と
い
う
防
災
教
育
の
成
果
が

み
ら
れ
ま
し
た
。今
、学
校
で
の
安
全
教
育
が

地
域
の
教
育
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
時
代
と

な
って
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
学
校

の
安
全
や
生
徒
の
健
康
に
か
か
わ
る
状
況
も

変
化
し
て
い
ま
す
。将
来
、教
師
と
な
る
こ
と

を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
に
、学
校
生
活
の

根
幹
で
あ
る
健
康
や
安
全
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

廣 美里
ひろ  み さと

スポーツ健康学部 講師
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名
古
屋
学
院
大
学
に
本
年
4
月
、法
学
部

法
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。大
学
の
歴
史
に
新
し

い
ペ
ー
ジ
が
加
わ
り
、と
て
も
意
義
深
い
。新
入

生
は
、建
学
の
精
神
に
か
か
わ
る
教
育
の
中
心

で
あ
る「
キ
リ
ス
ト
教
概
説
」や「
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
」そ
の
他
の
教
養
教
育
科
目
な
ら
び
に

「
法
学
入
門
」「
市
民
生
活
と
法
」お
よ
び「
導

入
公
法
」な
ど
の
導
入
科
目
で
学
修
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。ま
だ
1
か
月
余
り
を
経
過
し
た

ば
か
り
の
段
階
で
は
あ
る
が
、個
々
の
学
生
が

大
学
生
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
始
め
、教
養
、

演
習
ゼ
ミ
お
よ
び
法
学
へ
の
関
心
を
高
め
つ
つ

あ
る
。着
実
な
成
長
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。 大

学
生
の
成
長
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
マ
ナ
ー

が
あ
る
。私
は
、「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」の
ほ
か
に
新

入
生
全
員
が
必
修
科
目
と
し
て
履
修
す
る

「
法
学
入
門
」を
担
当
し
て
い
る
が
、法
と
マ

ナ
ー
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
な
が
ら
、高

校
生
か
ら
の
脱
皮
を
促
し
て
い
る
。 

講
義
中
の
教
室
内
で
私
語
を
大
声
で
交
わ

す
の
は
、勉
強
の
意
欲
を
欠
い
て
い
て
言
語
道

断
で
あ
る
が
、一生
懸
命
に
教
員
の
講
義
に
集

中
し
て
い
る
周
囲
の
学
生
に
対
す
る
大
変
な

迷
惑
で
も
あ
る
。し
か
し
、自
分
と
身
近
な
友

達
し
か
目
に
入
ら
な
い
学
生
が
意
外
に
多
い
。

こ
の
よ
う
な
若
者
に
周
囲
へ
の
気
配
り
・
思
い

や
り
の
重
要
性
を
気
付
か
せ
る
こ
と
は
、大
学

の
責
任
で
も
あ
る
。マ
ナ
ー
は
、法
と
は
異
な

り
、違
反
し
て
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
な
い
の
で
、他

人
か
ら
は
っ
き
り
と
指
摘
を
受
け
な
い
と
、い

つ
ま
で
た
って
も
身
に
付
か
な
い
。 

マ
ナ
ー
は
、内
容
に
よ
っ
て
は
、国
、地
域
、年

齢
、性
別
な
ど
で
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、実
行

し
て
欲
し
い
程
度
に
差
が
あ
る
。あ
い
さ
つ
は
、

い
つ
で
も
だ
れ
も
が
励
行
し
て
も
ら
い
た
い
マ

ナ
ー
で
あ
る
こ
と
に
異
論
が
な
い
。講
義
中
の

私
語
は
、本
人
の
た
め
に
も
厳
し
く
注
意
す
る

に
値
す
る
教
室
内
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
。 

社
会
人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り

と
若
者
に
伝
え
た
い
と
思
う
。

法とマナー
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法
学
部
長

遠
藤 

賢
治

 えん
 ど
う
 
け
ん
 じ
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Information
インフォメーション

名
古
屋
学
院
大
学
法
学
部
長
と
外
国
語
学

部
長
、大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
長
を
新
た

に
選
任
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
は
2
0
1
3
年
4
月
〜
2
0
1
5
年

3
月
31
日
。

第
48
回
理
学
療
法
士
国
家
試
験
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。人
間
健
康
学
部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
連
日

夜
遅
く
ま
で
勉
強
に
励
み
、試
験
で
日
頃
の

努
力
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

3
月
8
日（
金
）と
3
月
23
日（
土
）に
公

開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

3
月
8
日（
金
）は
テ
レ
ビ
番
組
等
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と

し
て
も
ご
活
躍
の

同
志
社
大
学
大
学

院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

科
長
・
浜
矩
子
教

授
を
お
招
き
し「
グ
ロ
ー
バ
ル・リ
ス
ク
の
諸

相
と
日
本
経
済
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。当
日
は
7
0
0
名
近
い

聴
講
者
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

3
月
23
日（
土
）は「
防
災
・
減
災
と
私
た

ち
の
生
き
方
」と
題
し
、N
P
O
法
人
レ
ス
キ

ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
常
務
理
事
の
浦
野
愛

氏
、名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

長・名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の

福
和
伸
夫
教
授
を
講
師
に
迎
え
、講
演
会
を

開
催
。ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
本
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｗ
ク
ラ
ブ「
災
害
復
興

支
援
チ
ー
ム
あ
す
な
ろ
」も
参
加
す
る
な
ど
、

と
て
も
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

2013年度 新任教員紹介 （学部ごと50音順で掲載）＊2013年度 新任職員紹介＊

就
任
の
お
知
ら
せ

理
学
療
法
士
国
家
試
験
結
果
報
告

公
開
講
演
会
の
ご
報
告

遠藤 賢治教授
法学部長
 えん どう けん じ

湯浅 康正
 教授

外国語学部長
 ゆ あさ やす まさ

今仁 生美 教授
外国語学研究科長
いま に いく み

☆
理
学
療
法
士
国
家
試
験
合
格
率

　
96.1
％（
全
国
平
均
88.7
％
）

▲トーク
　セッション

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

12日（水） 学部長表彰
15日（土） 法学部開設記念講演会

 15日（月） 臨時開講
 ２２日（月） 春学期定期試験
  ［～８月２日（金）］

 ２日（金） 春学期授業終了
 ５日（月） 夏季休暇［～９月１９日（木）］

 １２日（木） 春学期学位記授与式
 ２０日（金） 秋学期授業開始
 ２３日（月） 臨時開講

 １２日（土） 瀬戸キャンパス祭
 １４日（月） 臨時開講
 １５日（火） 大学創立記念日
 ２５日（金） プレ大学祭（臨時休講）
 ２６日（土） 

大学祭 ～

 ２７日（日）

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称として
使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、大
きな視点に立ってそれを見渡すことができるよう
にとNGU NEWSの愛称に採用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来

有薗 智美
 あり ぞの さと み

学生生活のなか
で、受信力と発信
力をしっかり身に
付けてください。
一緒に頑張りま
しょう。

安藤 りか
 あん どう

トライ＆エラーを
繰り返しながら、
たくましくキャリ
アを創っていき
ましょう！

IAIN GALLACHER
 イアン ギャラカー

Widen your 
global 
perspective 
with English.

玉田 沙織
 たま だ さ おり

アンテナを高く張
って、面白そうな
話には積極的に
関わりましょう。
応援しています！

中山 麻美
 なか やま あさ み

皆さんの『Why？』
が授業を作ります。
たくさん質問して
ください。

小林 記之
 こ ばやし とも ゆき

色々な事にチャレ
ンジして、充実し
た学生生活をす
ごしてください。

齊藤 久美子
 さい とう く み こ

みなさんとお会い
できるのを楽しみ
にしております。
どうぞよろしくお
願いいたします。

髙見 伊三男
 たか み い さ お

人生のさまざまな
愛の基本・土台と
なる、聖書の愛に
ついて、共に学ん
で行きましょう。

野村 良和
 の むら よし かず

この時期にしか
できない事に積
極的に挑戦してく
ださい。私も常に
心がけています。

髙木 直人
 たか ぎ なお ひと

大学四年間で、多
くの人と出会い、
多くの知識を得
て、充実した学生
生活を送ってくだ
さい。

川越 めぐみ
 かわ ごえ

学力の基礎となる
日本語での表現
力を身に付けるお
手伝いができれ
ば嬉しいです。

江利川 良枝
 え り かわ よし え

充実した学生生
活が過ごせるよ
う、皆さんの情熱
に全力でお応え
します。

山口 翔
 やま ぐち しょう

大学生活が皆さ
んにとって、飛躍
の時間となる様に
願っております。

岡西 哲夫
 おか にし てつ お

夢が叶うように常
に目標を持ち、そ
して共に学んでい
きましょう。よろし
くお願いします。

岩崎 愛
 いわ さき あい

大学生活のサポ
ートができたらい
いなと思います。
よろしくお願いし
ます。

バーンズ有香
 バーンズ ゆ か

異文化に触れて、
新しい自分を発見
してみませんか？
i-ラウンジでお待
ちしております。

三谷 真以
 み たに ま い

皆さんと一緒に
新たな気持ちで
がんばります。
よろしくお願いし
ます。

遠藤 賢治
 えん どう けん じ

友人をたくさん
作り、友人と一緒
に授業や課外活
動にチャレンジし
てください。

大原 寛史
 おお はら ひろ ふみ

勉強も遊びも精
一杯頑張ってく
ださい。楽しい大
学生活のお手伝
いができればと
思います。

加藤 雅信
 か とう まさ のぶ

学生時代の四年
間、それがその後
の人生の基礎と
なります。
充実したキャンパ
スライフを！

萩野 貴史
 はぎ の たか し

大学生活という、
社会に出るため
の助走期間が有
意義なものとな
るようお手伝いし
ます。

木棚 照一
 き だな しょう いち

自分の頭で考え、
自分の足で歩こう！！
歩み続ければ、目
標はあなたに近
づいてくる。

國井 義郎
 くに い よし お

新設された法学
部で、自由に学ん
でください。

鈴木 隆
 すず き りゅう

将来、大学での学
びが人生の大き
な糧となるよう充
実した四年間を過
ごしてください。

髙森 哉子
 たか もり ちか こ

法の精神に遵う
自律した市民を
育てたいです。
法学部の新しい
歴史を一緒に作
りましょう。

中村 昌美
 なか むら まさ み

学部も一年生、皆
さんも一年生です。
毎日の努力を少
しづつ重ねてい
って、四年間で大
きな成長を。

三浦 哲男
 み うら てつ お

この四年間は社会
人として『生き抜
く』知識とスキル
を養う機会です。
毎日を楽しみな
がら！

山内 義廣
 やま うち よし ひろ

一期一会の精神
で貴重な四年間、
勉学や趣味等に精
一杯がんばって、
人生に色どりを添
えてください。

山下 眞弘
 やま した まさ ひろ

好奇心を旺盛に、
そして出会いを
大切に。

山本 悦夫
 やま もと えつ お

入学おめでとう
ございます。法律
学の面白さに気
づいてもらえた
らうれしいです。

皆川 誠
 みな かわ まこと

楽しく充実した学
生生活を送って
ください！

Event Information
父
母
会
総
会・

父
母
懇
談
会
の

ご
案
内

■
父
母
会
総
会

開
催
日
時：６
月
15
日（
土
）

場
所：名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

 

白
鳥
学
舎

■
父
母
懇
談
会

開
催
日
時：９
月
7
日（
土
）

 

９
月
14
日（
土
）

会場
四日市会場
浜松会場
金沢会場
岐阜会場
大学会場
大学会場

９月  ７日（土）

四日市都ホテル
オークラアクトシティホテル浜松
金沢都ホテル
ホテル リソル岐阜（旧ホテル330グランデ岐阜）
名古屋キャンパス
瀬戸キャンパス

日程 開催施設

９月１４日（土）

●２０１３年度 父母懇談会日程

行事予定2013年 6月～10月

経済
学部

法学部

スポーツ
健康学部

リハビリ
テーション学部

教務課

国際センター
（i-ラウンジ）

学生課

清水 康夫
 し みず やす お

貴重な大学生活
を楽しく、有意義
に過ごせるよう
応援しています。

広報室

2012年10月に名古屋学院大学
公式 facebookページを開設しました。

公式facebookページ開設

法
学
部
開
設
記
念
講
演
会

大
学
祭

瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
祭

開
催
日：10
月
12
日（
土
）

場
所：瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
日：10
月
26
日（
土
）

 

10
月
27
日（
日
）

場
所：名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

 

白
鳥
学
舎

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
求
め

ら
れ
る
リ
ー
ガ
ル
マ
イン
ド

銀
行
経
営
者
の
視
点
か
ら

日
時：6
月
15
日（
土
）

 

14
時
〜
15
時
30
分

場
所：名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

 

白
鳥
学
舎「
翼
館
」

 

4
階 

ク
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル

講
師：奥 

正
之
氏

※
詳
細・お
申
込
は
H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

三
井
住
友

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

取
締
役
会
長

（
 

）

商学部

▲昨年度父母懇談会の様子
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25.4.26
田中

25.5.9
伊藤光

25.5.10
腰山

25.5.15
浅若

25.5.16
柏木

リハビリテーション学部 理学療法学科 3年 黒田 知恵さん ＜P.5に記事掲載＞

  2013年度
入学式
法学部を開設
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